七五三 次第

無言三礼
奉請（散華）
表白
謹 (つつし)み敬 (うやま)って大 (だい)悲 (ひ)願 (がん)王 (のう)阿弥陀 (あみだ)如来 (にょらい)、別 (べっ)しては○○・△△両 (りょう)家 (け)先祖 (せんぞ)代々 (だいだい)尊霊位 (そんれいい)の宝前 (ほうぜん)に白 (もう)して言 (もう)さく。願 (ねが)わくは六 (ろく)神通力 (じんずうりき)をもって照知 (しょうち)し給 (たま)え。
今 (いま)現前 (げんぜん)の○○さん、七（五、三）歳 (さい)に成長 (せいちょう)し七五三の佳 (よ)き日 (ひ)を迎 (むか)えるにあたり、道場 (どうじょう)を荘厳 (しょうごん)し仏前 (ぶつぜん)にぬかずく。伏 (ふ)して請 (こ)い願 (ねが)わくは、阿弥陀 (あみだ)如来 (にょらい)、別 (べっ)しては両家 (りょうけ)先祖 (せんぞ)代々 (だいだい)霊位 (れいい)の衷情 (ちゅうじょう)を納受 (のうじゅ)し給 (たま)い、○○さんの才徳 (さいとく)益々 (ますます)高 (たか)く息災 (そくさい)にして無事 (ぶじ)成長 (せいちょう)、哀愍 (あいみん)護念 (ごねん)し給 (たま)わんことを。
維 (これ)時 (とき)　○年○月○日　○誉○○敬 (うやま)って白 (もう)す。

転座
説示
○○さん、ご家族の皆様、本日は〇歳のお祝い、おめでとうございます。日本では伝統的に子供の成長の段階にあわせて髪型を変えたり着物を変えたりして、子どもの成長を祝ってきました。これが七五三という行事の由来といわれておりますが、今日はお寺での七五三です。お子様の成長の大切な節目にあたり、あらためて本尊阿弥陀様にお子様を見守っていただけますようお願いをする、大切な機会となります。

灌頂洒水（＊水瓶での作法です。洒水器でも構いません）
それではまず聖水灌頂を行います。阿弥陀様の前で、この智慧のお水をおつむから注いで、阿弥陀様のやさしい思いやりの心を授かります。それでは前のほうにお願いします。合掌して、おつむを下げてください。
これはこれ聖なる智慧の水なり。今○○さんの頭上に灌 (そそ)がん。願わくは身体健全にして無事成長せられんことを。
弥 (み)陀 (だ)心 (しん)水 (すい)沐 (もく)身 (しん)頂 (ちょう) 南無阿弥陀仏 （灌頂洒水）

三宝帰依
それでは、○○さん、これから阿弥陀様に見守っていただけますよう、「明るく、正しく、仲よく」という三つのお約束をしていただきます。「明るく」というのは、「ありがとう」と笑顔で言えることです。「正しく」とは、「ごめんなさい」と素直に言えることです。「仲よく」とは、誰にでも優しくできるということです。それではいまからお尋ねしますから、ハイと答えてください。
○○さん、これから明るく、正しく、仲よくできますか。（はい）
ただいま三つのお約束をして頂きましたので、その証として（　　　　　）（　　　　　）をお授けします。では席にお戻りください。

同唱十念
それでは、只今より無事健やかな成長を願い十遍の南無阿弥陀仏をお称えいただき、阿弥陀様にご祈願をしたいと思います。
本尊 (ほんぞん)阿弥陀 (あみだ)如来 (にょらい)御威光倍増 (ごいこうばいぞう)哀愍 (あいみん)護 (ご)念 (ねん)　同唱十念

転座
開経偈
誦経（焼香）般若心経など
祈願
　本尊 (ほんぞん)阿弥陀 (あみだ)如来 (にょらい)、○○・△△両家先祖代々 (りょうけせんぞだいだい)哀愍 (あいみん)護 (ご)念 (ねん)
　祈願 (きがん)し奉 (たてまつ)る信心 (しんじん)の願主 (がんしゅ)は○○（夫の名前）、○○（妻の名前）、祈願 (きがん)し奉 (たてまつ)るところは○○（子どもの名前）、身体 (しんたい)健全 (けんぜん)無事 (ぶじ)成長 (せいちょう) 無諸 (むしょ)障礙 (しょうげ)哀愍 (あいみん)護 (ご)念 (ねん)

普済偈
同唱十念
摂益文
念仏一会
請護念偈
十念
無言一礼
挨拶

